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第4章 プロジェクトの妥当性の検証 

4 - 1 プロジェクトの効果 

USP は、前述のとおり遠隔地である太平洋島嶼国地域に対し USPNet を活用した遠隔教育活動を実

施している。従って USP の ICT 分野を支援して行く事はプロジェクト目標であるデジタルデバイドの緩

和に大きく貢献することになると判断される。 

USP への学生入学希望者は増加の一途で、特に ICT、アカウンティング関連の人気が高い。 しかし、

コンピュータ科学科は急造した木造校舎にあり、スペース不足に加え学生が使用するコンピュータも不

足し設置環境は劣悪な状態である。 

本計画の実施により、ICT 環境の緩和は USP の学生のみならず 12 カ国の太平洋島嶼国に裨益効

果が及ぶことになる。 

本計画が実施されることによる効果は、下記のように整理することができる。 

 

表 4-1 計画実施による効果と現状改善の程度 

現状と問題点 本計画での対策 
(協力対象事業) 

計画の効果・改善程度 

太平洋地域は、広大な海洋に島

嶼が散在する特異な地理的条件下

にあり、この域内における情報格差

（デジタル・デバイド）が著しく、また

通信インフラ自体が未発達なため、

人材育成も困難であり、これまで IT

を活用した産業は発達してこなかっ

た。 

一方、USP への学生入学希望者

は増加の一途で、特に ICT、アカウ

ンティング関連の人気が高い。 しか

し、コンピュータ科学科は急造した木

造校舎にあり、スペース不足に加え

学生が使用するコンピュータも不足

し設置環境は劣悪な状態である。 

USP のラウザラキャンパス

に、300 人の多目的講堂を

含む共用部、コンピュータ

科学科、IT サービス部、研

究・開発部、工学科から構

成される ICT センターの施

設建設および機材の調達。

･USP のコンピュータ学習環境

が整備され、ICT 関連の入学

者数、卒業生数、就職者数

が増加する。 

・｢フ｣国（約 84.8 万人）および

太平洋島嶼国（約 110 万人）

の情報格差が緩和する。 

・直接裨益する USP の学生数

は「フ」国を含めた 12 カ国の

太平洋島嶼国のキャンパス

を合わせた 16,444 人（2004

年）であるが、太平洋島嶼国

の情報通信技術の発展によ

る社会経済開発を促進する

事が期待される。 

 

なお、評価のタイミングは最終的に施設・機材を引き渡す 2008 年以降が適当と考える。 
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表 4-2  成果指標 

成果指標 2004 年 ICT センター開設後 

ＩＣＴ関連カリキュラム数 49 コース/年間 88 コース/年間 

社会人向け ICT 関連コース開催可能時間数 24 時間/週 48 時間/週 

 

1） ＩＣＴ関連カリキュラム数 

ICTセンターが整備され、必要とされる実習室が確保されICT関連のカリキュラム数の増加が可能

となる。 

2） 社会人向け ICT 関連コース開催可能時間数 

ICT センターが整備され専用の実習室が増加し、社会人向けコースの増加が可能となる。 

 

上記以外に本プロジェクトの実施により、USP には以下の直接効果と間接効果を期待できる。 

(1) 直接効果 

・増加する入学者、特に ICT、会計関連学生が使用するコンピュータが 402 台から 742 台（ICT センター

内 446 台（日本側調達 285 台）+既存施設 296 台）に拡大され、ICT 教育環境が改善される。 

・空調効率を上げるため危険な断熱材を使用しているコンピュータ科学科の劣悪な木造校舎のコンピュ

ータ設置環境が改善される。 

・コンピュータ実習室が整備され、2004 年現在、コンピュータ科学科の年間 49 コースのカリキュラム数か

ら年間 88 コースへの増加が可能となる。 

・300 人の多目的講堂を整備する事により、現在 3 ヶ所ある講堂の内、2 倍の過密状態にある 242 名収

容の講堂が改善される。 

・社会人向け ICT 関連研修コース開催可能時間が週 24 時間から 48 時間に拡張される。 

・IT サービス部のサーバーの機器と設置環境が改善され学内のネットワーク環境の信頼性が増す。 

・USPNet の増速化促進により運営環境が改善され、学内の情報通信が強化される。 

・外部組織と共同研究・開発を行う研究開発部が整備され、研究開発部門が強化される。 
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(2) 間接効果 

・ USP に情報通信技術の中核的教育・研究センターを設置することにより、太平洋島嶼国家が世界的

な情報社会に全面的に参加できるように促進する。 

・ 「フ」国及び太平洋島嶼国がこのセンターを活用して ICT 分野の研究開発や指導の先頭に立ち、メデ

ィアの分野において、人材開発、教育、環境保全、社会・文化の発展に資する ICT の可能性を開発

することが可能となる。 

・ 情報通信工学科が新設され島嶼国で不足するこの分野の技術者が供給される。 

・ ICT 教育環境が強化され、ICT 関連職種への就職者が増加する。 

 

4 - 2 課題・提言 

本プロジェクトの実施による施設建設、機材調達を最大限に活用し、その効果を発揮、持続するため

に「フ」国政府および USP が取り組むべき課題を以下に示す。 

(1) 施設・機材のメンテナンス 

当大学の財務は赤字体質とはなっておらず、財務体質の健全性は保たれており、光熱費、通信費、

保守管理、営繕費の合計額は年間歳出額の約 10％前後が確保されていることに加え、諸施設の維

持管理窓口は営繕部（Planning & Facilities）であり、その下に総勢約 70 名の体制となっており、十分

な運営･維持管理能力を備えていると判断される。 

IT 機材に関しては IT サービス部がすべて対応しており、ICT センターの施設と機材の運営･維持管

理能力に問題は見当たらない。 

しかし、本施設はコンピュータラボを中心とした施設であり、機材の寿命を考慮した結果、空調面積

が施設全体の 60％弱となる。従って、空調機器の保守維持管理を十分に行うことおよび電気使用料

を十分確保することを提言する。 

(2) USPNet のアップグレード 

現行のシステムは 1995 年ごろのデジタル技術を利用しているため、すべての USP 分校とのチャン

ネルは固定された周波数バンド幅となっている。したがって、需要の大きな国のチャンネルは十分な
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速度でもって使えず効率が悪い状態となっている。USPは現在のUSPNetをインターネット技術を利用

したシステムへアップグレード（増速対応）する計画を持っている。本計画はこのアップグレードを想定

した計画となっているため、USP の努力により ICT センター完成までに USPNet のアップグレードが完

成することが望まれる。 

(3) インターネット環境 

本年、2005 年 3 月 4 日にオーストラリア政府の協力によりサザンクロス・ケーブル経由で AARNET

（Australian Academic Research Network）へ接続された結果、インターネット接続環境は１Mbps から

155Mbps に大幅に改善された。 

しかしながら、今後のインターネット技術の進歩を鑑みると、ICT センター開設後は更なるインターネ

ット接続環境の増速強化が望まれる。 

 

4 - 3 プロジェクトの妥当性 

本計画は、以下に述べる(1)～(5)の理由から、我が国の無償資金協力による協力対象事業として妥当で

あると判断される。 

(1) USP は、1968 年に周囲 12 の島嶼国と地域（フィジー、クック、キリバス、マーシャル、ナウル、ニウエ、

ソロモン、トケラウ、トンガ、ツバル、バヌアツ、サモア）が共同設立した域内最高水準の国際高等教育

機関で、「フ」国および大洋州全域に裨益する。 

(2) 現在、USP は ICT 関連学科への応募が増加し、講堂、コンピュータ実習室をはじめとした施設不足か

ら学生が満足に学習できない状態にある。本プロジェクトの実施により、ICT 関連学生の学習環境が

充実し ICT 関連学生の卒業生の増加が見込まれる。 

(3) 引渡し後の ICT センターは、施設・機材とも特別に高度な技術を必要とするものはなく、現在の要員

で運営が可能である。また、USP の過去の予算から判断して、引渡し後の運営予算は無理なく確保さ

れる見通しである。 

(4) 「フ」国は、デジタル化の推進によりマーケットに潜在する知識・情報が十分に活用された経済と、情

報通信能力のある市民により、太平洋において力強くダイナミックな情報通信技術の中心国家となる
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ビジョンを掲げている。「フ」国および南太平洋島嶼国は積極的な協力関係を国家の重要な基本政

策としており、当域内での連帯強化を図っている。また人材育成にも熱心な USP の活動強化に対し、

南太平洋島嶼国は「フ」国政府同様強い関心を持っていることから本プロジェクトである ICT センター

の建設および機材の調達は、域内の情報格差を緩和し、社会経済開発の促進に資するものである。 

(5) 建設地は USP のキャンパス内の国から 1968 年に 99 年間の借地をしている土地で、本プロジェクトの

建設には支障がないことを確認している。既存建物撤去工事および整地工事等も USP 側にとって過

度な負担となる金額ではない。インフラ設備もキャンパス内ということもあり支障となる問題は見当たら

ない。また、「フ」国教育省は我が国の無償資金協力案件を受け入れた経験を有しており、本プロジ

ェクトを我が国の無償資金協力の制度で実施することに特段の困難は見出されない。 

 

4 - 4 結論 

本プロジェクトは、前述のように多大な効果が期待されると同時に、本プロジェクトが「フ」国及び太平

洋島嶼国のデジタルデバイド緩和に寄与するものであることから、協力対象事業の一部に対して、我が

国の無償資金協力を実施することの妥当性が確認される。さらに、本プロジェクトの運営・維持管理に

ついても、相手国側体制は要員・資金ともに確保する能力は十分であると判断される。 

また、人員の確保、施設・機材に対するメンテナンスの実施、予算の確保等が確実に行なえれば、

ICT センターの運営は発展し、「フ」国および島嶼国のデジタルデバイドの緩和につながると考えられ

る。 
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1. 調査団員氏名、所属 

 
1-1 基本設計調査 

担当 氏名 調査期間 所属 

1) 団長 牧野   修 2 月 7 日～2 月 17 日 国際協力機構 

2) 計画調整 竹中 成文 2 月 7 日～2 月 17 日 国際協力機構 

3) 業務主任／ICT 教育・研修計画 古池 廣行 2 月 7 日～3 月 12 日 （株）梓設計 

4) ICT 設備・機材計画／積算 土井 保道 2 月 8 日～3 月 9 日 （株）梓設計 

5) 建築設計 山本 雅一 2 月 7 日～3 月 12 日 （株）梓設計 

6）施工・調達計画／積算 星合 善文 2 月 7 日～3 月 8 日 （株）梓設計 

7）ネットワーク計画 山口 恒守 2 月 19 日～2 月 26 日 （株）梓設計 

 

1-2 基本設計概要説明調査 

 

担当 氏名 調査期間 所属 

1) 団長 牧野   修 8 月 17 日～8 月 26 日 国際協力機構 

2) 業務主任／ICT 教育・研修計画 古池 廣行 8 月 15 日～9 月 1 日 （株）梓設計 

3) ICT 設備・機材計画／積算 土井 保道 8 月 15 日～8 月 27 日 （株）梓設計 

4) 建築設計 山本 雅一 8 月 19 日～8 月 27 日 （株）梓設計 

5）施工・調達計画／積算 星合 善文 8 月 15 日～9 月 1 日 （株）梓設計 
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2. 調査行程 

2-1 基本設計調査 

2005 年 2 月 7 日～2005 年 3 月 12 日(34 日間) 
2 月 7 日 月 19:00  FJ303 にて成田出発 

2 月 8 日 火 

06:45 

14:00-15:00 

15:00-15:30 

16:00-17:00 

ナンディ着 

JICA フィジー事務所表敬 

大使館表敬 

ニュージーランド大使館 

11:00-11:45 

14:00-15:00 

15:00-17:00 

教育省表敬 

プロ技専門家表敬 

USP 表敬 全体会議 
2 月 9 日 水 

21:00 土井団員スバ着 

2 月 10 日 木 

08:30 

09:30 

11:30 

14:30 

Dr. Esther 打合せ 

図書館担当者と打合せ 

遠隔教育、コンピューターサイエンス、人文学部担当者と打合せ 

オーストラリア大使館、AusAID 打合せ 

2 月 11 日 金 

9:00 

11:00 

14:00 

16:00 

施設担当 Mr.Terence Broad Ms. Mary Pat Lawlor USPNet Mr.Keith Moala 打合せ 

エンジニアリング学科  Dr.Kan Kiu Hing カリキュラムと機材を再提出する。 

IT サービス打合せ 

GIS 打合せ 

2 月 12 日 土 

9:00 

11:00  

14:00 

パフォーミングアーツ担当者 打合せ 

コンピューターサイエンス担当者 打合せ 

団内会議 

2 月 13 日 日   資料整理 

2 月 14 日 月 9:00－17:00 団内会議 

2 月 15 日 火 
9:00 

17:00 

団内会議 

ミニッツ署名 

2 月 16 日 水  

JICA フィジー事務所報告 

大使館報告 

USP 打合せ 団内会議、スケジュール調整 

2 月 17 日 木 

10:00 

11: 00 

14:30 

自然条件調査 

USP と日程調整会議 

コンピューターサイエンスと打合せ 

2 月 18 日 金 

06:45 

9:00  

14:00 

星合団員ナンディ着 

コンピューターサイエンス 打合せ 

自然条件調査 

2 月 19 日 土 9:00－17:00 団内会議 

2 月 20 日 日 06:45 山口団員ナンディ着 

2 月 21 日 月 

09:00 

14:00 

16:00 

IT サービスと打合せ 

フィジーテレコム訪問 

フィジー電力公社と打合せ 

09:00 

14:00 

16:00 

IT サービス と打合せ 

コンピューターサイエンスと打合せ 

自然条件調査 

09:0０－16:00 建設単価調査実施（星合団員） 

2 月 22 日 火 

14:00 JICA フィジー事務所報告(古池、山口団員) 

10:00 

15:00 

MOC 訪問 

USP 施設部長と施設基準について打合せ 2 月 23 日 水 

09:0０－16:00 資材単価調査（星合団員） 

9:00 

11:00 

14:00 

15:00 

16:00 

GIS と打合せ 

敷地調査 

Fiji Investment と打合せ 

ATH と打合せ 

マルチメディア打合せ 

2 月 24 日 木 

09:0０－16:00 資材単価調査（星合団員） 

2 月 25 日 金 
9:00 

14;00 

RDI 部門担当者と打合せ 

フィジー工科学校訪問 
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AM 団内会議 
2 月 26 日 土 

10:00 山口団員ナンディ発 

2 月 27 日 日 AM 団内にて配置計画打合 

9:00  

10:00  

14:30  

16:00  

敷地測量打合 

団内会議 

市民ホール見学 

インターネットプロバイダーCONNECT 訪問 
2 月 28 日 月 

9:00 コンピューターサイエンスと打合せ（土井団員） 

9:00  

10:00  

14:00  

16:00  

敷地測量打合 

エンジニアリングと打合せ 

RDI 部門と打合せ 

全体規模・内容打合 
3 月 1 日 火 

09:00-16:00  資材調査実施(星合団員) 

09:00  

10:00 

11:00 

13:00  

14:15  

16:00  

団内会議 

コンピューターサイエンスと打合せ 

ライブラリと打合せ 

エンジニアリングと打合せ 

気象庁訪問 

地質・地震研究所訪問 

3 月 2 日 水 

09:00-12:00 資材調査実施(星合団員) 

9:00  

10:00  

11:00  

14:00  

16:00 

GIS と打合せ 

IT サービスと打合せ 

パフォーミングアーツ担当者と打合せ 

全体規模・内容打合 

エンジニアリング打合せ 

09:00－16:00 資材調査実施（星合団員） 

3 月 3 日 木 

14:00 学生アンケート調査（山本・星合団員） 

9:00 

11:00-13:00  

14:00  

15:00  

16:00 

図書館担当者と打合せ 

AARNET 開通記念式典 

RDI と打合せ 

エンジニアリング打合せ 

全体規模・内容打合せ 

10:00 

11:00 

GIS と打合せ（土井団員） 

IT サービスと打合せ（土井団員） 

3 月 4 日 金 

09:00－16:00 配置計画スタディ（山本団員） 

3 月 5 日 土 
9:00 

14:00 

団内会議 

配置計画スタディ（山本団員） 

3 月 6 日 日 AM・PM 資料整理 

AM 

15:00 

16:00 

テクニカルノートドラフト作成 

RDI 打合せ 

共通エリア打合せ 

PM 機材代理店調査（土井団員） 

3 月 7 日 月 

07:00 星合スバ発 

8:30 

14：15 

15：00 

16:00 

新学長表敬、テクニカルノート打合せ 

コンピューターサイエンス打合せ 

ITS 打合せ 

団内会議 

3 月 8 日 火 

07:00 土井スバ発 

3 月 9 日 水 

9：00 

11：00 

14：15 

エンジニアリング打合せ 

GIS 打合せ 

RDI 打合せ、資料分析 

3 月 10 日 木 

9：00 

11：00 

14：00 

16：00 

コンピューターサイエンス打合せ 

エンジニアリング打合せ 

GIS 打合せ 

テクニカルノート署名 

3 月 11 日 金 
AM 

PM 

コンピューターサイエンス打合せ、資料整理 

JICA、大使館報告 

3 月 12 日 土 
10:00  

17:00   

FJ302 にてナンディ発 

成田着 
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2-2 基本設計概要説明調査 

 
8 月 15 日 月 19:00 NZ90 便にて成田発（古池・土井・星合） 

8 月 16 日 火 
16:00 

19:00 

ナンディ着 

スバ着 

8 月 17 日 水 

09:00-10:00 

10:00-10:30 

14:00-14:30 

16:00-17:00 

JICA フィジー事務所表敬 

大使館表敬 

ADB フィジー事務所 

USP 表敬 アントニー・タール副学長、エスター・ウイリアムス副学長代理 

8 月 18 日 木 
09:00-15:00 

16:00 

USP 関係者に対して計画説明 

EU フィジー事務所 

8 月 19 日 金 09:00-17:00 USP 関係者と計画内容に関するディスカッション 

8 月 20 日 土 09:00-17:00 USP 関係者と計画内容に関するディスカッション 

8 月 21 日 日 
09:00-12:00 

14:00-17:00 

団内協議 

USP 関係者と計画内容に関するディスカッション 

8 月 22 日 月 09:00-17:00 ミニッツ案の協議 

8 月 23 日 火 

09:00 

10:30 

14:00 

14:30 

16:00 

コンピューターサイエンス学科クリスチャン教授、ジトー教授と計画案協議 

工学科ヒン・カン教授と計画案協議 

大学経理部と協議 

ミニッツ協議 マーク・ルイス計画部長、エスター・ウイリアムス副学長代理 

ITS 部門 キシオネ部長と計画案協議 

8 月 24 日 水 

09:00 

10:30 

 

14:00 

15:30 

消防署（National Fire Authority）打合せ 

医薬品倉庫・医学校視察 

（テレンス・ボード施設部長、エスター・ウイリアムス副学長代理同行） 

ミニッツ署名 

電力会社（FEA）打合せ 

8 月 25 日 木 

09:00 

10:00 

14:00 

16:00 

JICA フィジー事務所報告 

大使館報告 

労働省にて OHS（Occupational Health and Safety）について協議 

建設材料調査 

8 月 26 日 金 

08:30 

09:30 
エレベーター会社打合 

一般事項についてテレンス・ボード施設部長、エスター・ウイリアムス副学長と協議 

＜山本・土井 ナンディに移動＞ 

8 月 27 日 土 

08:30 

15:00 

建設資材調査・単価調査 

テクニカルノート協議 

＜山本・土井 成田着＞ 

8 月 28 日 日  団内会議・資料整理 

8 月 29 日 月 

09:00 

14:00 

15:00 

17:00 

ラジオパシフィック・USPNet 協議 リンダ・オースティン女史、セイニ・ワイニケサ女史 

電力会社（FEA）打合せ 

テレンス・ボード施設部長と協議 

ラミ漁港視察 

8 月 30 日 火 

09:00-14:00 

16:00 

18:00 

テクニカルノート協議 マーク・ルイス施設部長 

スバ市役所にて建築許可申請について協議 （テレンス・ボード施設部長同行） 

JICA フィジー事務所 

8 月 31 日 水 
09:00 

12：00 

テクニカルノート署名 マーク・ルイス施設部長 

＜古池・星合 スバ発＞ 

9 月 1 日 木 
10:00  

17:00   

FJ302 にてナンディ発 

成田着 
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3. 関連者（面会者）リスト 

教育省 

Mrs. Alumita Taganesia 執行役事務官 

Mrs. Salote Rabuka 試験担当部長 

Mr. Josefa Natau TVET 担当部長 

Mr. Vilimone Dranivesi コンピューター担当上級教育事務官 

Mr. Namani Drova CDU 上席教育事務官 

Mrs. Unaisi Lekenaua 上席教育事務官 

  

南太平洋大学（USP） 

Prof. Anthony Tarr 副学長 

Prof. Rajesh Chandra 副学長代理 

Dr. Esther Williams 副学長補 

Mr. Walter Fraser 総務部長 

Mr. Graeme Latham 財務部長 

Mrs. Ilaisaane Pongi 総務部課長 

Mr. Terence Broad 営繕部部長 

Mrs. Mary Pat Lawlor 施設課長 

Mr. John Bonato 遠隔教育部部長 

Dr. Anjeela Jokhan 理学部長代理 

Dr. Jito Vanualailai 数学コンピューター学科長 

Prof. Christian Duibli コンピューター科学部教授 

Mr. Kisione Wesley Finau IT サービス部長 

Mr. Josese Ravuvu IT サービス部 

Mr. Sam Fonua IT サービス部 

Mr. Simon Greaves IT サービス部 

Mr. John Isles IT サービス部ネットワークアナリスト 

Mr. Keith Moala IT サービス部 USPNet 課長 

Mr. Alan Lifton メディアセンター部長 

Ms. Linda Austin メディアセンターコーディネーター 

Dr. Ian Gaskell 舞台芸術教授 

Mr. Geoffrey Cleave 図書館付きシステム部長 

Ms. Elizabeth Fong 図書館司書代理 

Ms. Joan Yee 副図書館司書 

Dr. Ropate R. Qalo 社会経済学科長 

Dr. Akanisi Kedrayate 人文学科長 

Prof. Godfrey Onwubolu エンジニアリング学科長 

Dr. Kan Kiu Hing エンジニアリング学科上席講師 

Mr. Alokanand Sharma エンジニアリング学科講師 

Prof. Patrick D. Nunn 地理学教授 

Dr. Nick Rollings GIS 学科長 

Dr. Gennady Gienko GIS 学科講師 

  

在フィジー 日本国大使館 

飯野 建郎 特命全権大使 

高屋 繁樹 一等書記官 

久保 真弓 二等書記官 

  

JICA フィジー事務所  

池城 直 所長 
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吉新 主門 次長 

若杉 聡 所員 

  

在フィジー オーストラリア大使館  

Ms. Stacey Tennant 二等書記官 

Mr. Jone Vakaloloma AusAID 上級課長代理 

Mr. Padric Harm AusAID 課長代理 

  

在フィジー ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ大使館  

Mrs. Diane Waller 執行役事務官 

Mr. Dimitri Gaidelberg NZAID 担当課長 

  

JICA 専門家  

Mr. Kuroiwa Hiroshi Chief advisor 

Ms. Kato Maki Project cocrdinator 

Dr. Kader Hiroshi pramanik 遠隔教育専門家 

 
電話会社  

Telecom Fiji Limited  

Mr. Joe Mar Chief Executive Officer 

Mr. Norman Nicholls Chief Operationg Officer 

Mr. Sakeasi Seru General Manager, Network Technology 

  

インターネットサービスプロバイダ  

Connect  

Mr. ATISH Charan Manager corporate business solution 

Mr. Alfred Prasad Director of Technology 

  

通信事業持株会社  

ATH  

Mr. Brendan Harrison Manager strategy 

  

電力会社  

Fiji Electricity Authority  

Mr. Colin Tan Manager Information & Communication Technology

Mr. Omid Saberi IT Strategic Development Manager 

  

投資会社  

Fiji Investment  

Mr. Atma Maharaj Chief Executive officer 

  

気象局  

Mr. Asao Ali Officer in charge Nausori Airport 

  

天然資源省地震観測所  

Mr. Lasausa Vietibau  

  

フィジー工科学校  

Fiji Institute of Technology  

Mr. Meli Tuqua Head of school 
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Mr. Salabogi L. Mavoa Manager computer service 

  

建設会社  

Fletcher construction  

Mr. Brian Ashmore  

J.S. Hill&Associate  

Mr. John S. Hill Director 

Raghwan construction Co., Ltd.  

Mr. Vijay Raghwan Managing Director 

  

測量会社  

Entec Ltd  

Mr. Pratap Singh Managing Director 

Wood & Jepsen Consultants  

Mr. Rod Jepsen Principal 

Engineered Designs  

Mr. Vijay Krishnan Director 

Sinclair Knight Merz  

Mr. John Campbel Managing Director 
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4. 基本設計調査 ミニッツ 
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5. 基本設計調査 メモランダム 
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6. 基本設計概要説明調査 ミニッツ 
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7. 基本設計概要説明調査 メモランダム 
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8. 事業事前計画表（基本設計時) 

1. 案件名 

フィジー諸島共和国 南太平洋大学情報通信技術センター整備計画 

2. 要請の背景(協力の必要性･位置付け) 

フィジー諸島共和国（以下「フ」国）に本部を置く南太平洋大学（以下、「USP」）は、1969 年に周囲 12 の

島嶼国（約 190 万人）と地域（フィジー、クック、キリバス、マーシャル、ナウル、ニウエ、ソロモン、トケラウ、ト

ンガ、ツバル、バヌアツ、サモア）が共同設立した域内最高水準の国際高等教育機関である。 

太平洋地域は、広大な海洋に島嶼が散在する特異な地理的条件下にあり、この域内における情報格差

（デジタル・デバイド）が著しく、また通信インフラ自体が未発達なため、人材育成も困難であり、これまで IT

を活用した産業は発達してこなかった。2002 年に日本で開催された太平洋・島サミットにおいても、太平洋

IT 推進プロジェクトが島嶼国のデジタル・デバイドを緩和し、太平洋州地域の発展に重要であるとの認識

が示された。キリバス、ソロモン諸島、トンガ、バヌアツおよびサモアが南太平洋島嶼国との積極的な協力

関係を国家の重要な基本政策としており、当域内での連帯強化を図る上では USPNet（USP 遠隔教育ネッ

トワーク）の役割は重要である。また人材育成にも熱心で USP の活動強化に対し、「フ」国政府同様関心を

持っているとされる。 

しかしながら、コンピューター科学科は急造した木造校舎でコンピューター設置環境が劣悪な状態に加

え、コンピューター台数が不足している事から、増加する ICT、アカウンティング関連学生の学習環境に耐

えられない状況となっている。 

本プロジェクトは、USP の 2005-2007 年調査研究戦略（USP Research Strategy 2005-2007）、「フ」国政

府の戦略開発計画 2003‐2005（Strategic Development Plan : 2003-2005）、「国家情報通信技術開発計画

2003-2005」の方向性に基づくものであり、遠隔地である太平洋島嶼国地域に対し USPNet を活用した遠

隔教育活動を実施している USP の不十分な ICT 教育・研修機能の改善を行い、新たに ICT 分野の研究・

開発環境を整備する事により、「フ」国および太平洋島嶼国における ICT 分野の人材確保を達成すること

を目的とする。 

本プロジェクトの協力対象事業は USP の ICT 関連施設が不十分で、急増する ICT 関連学科への入学

希望学生のニーズに十分対応できない状況を改善するため、300 人の多目的講堂を含む共用部、情報通

信技術センター（以下、ICT センター）の中核をなすコンピューター科学科、学内の ICT 環境のサポートと

USPNet の運営管理を行う IT サービス部、外部の組織と共同研究・開発を行う研究開発部、通信・コミュニ

ケーションコースを主体とした工学科からなる ICT センターの施設を建設し、これら施設に必要な機材の調

達するものである。 

3. プロジェクト全体計画概要 

(1)プロジェクト全体計画の目標(裨益対象の範囲および規模) 

・USP のコンピューター科学科を中心とした ICT 関連学生および「フ」国ラウザラキャンパスを含めた 12

カ国の太平洋島嶼国のキャンパスを合わせた 16,444 人（2004 年）の学生への ICT 教育・研修環境の

改善。 

・「フ」国及び太平洋島嶼国内の ICT 関連企業への人材供給に繋がる ICT 関連の研究・開発環境の整

備 

(2) プロジェクト全体計画の成果： 

・USP の情報通信技術センターが整備され、必要な機材が調達される。 

・ICT センターが設立され、ICT に関する教育・研修と研究・開発体制が整備される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア.｢フ｣国および USP はプロジェクト実施のために建設予定地を準備する。 

イ．日本側は ICT センターの施設・機材を整備する。 

ウ．USP は ICT センターの施設・機材を運営する人員配置、予算措置を行う。 

エ．USP は整備された施設および調達された機材を使用して｢フ｣国および太平洋島嶼国のキャンパス

への情報通信サービス活動を実施する 

(4)投入(インプット) 
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ア.日本側(=本案件)：無償資金協力 1,871.5 百万円 

イ.相手国側： 

(ア)必要な人員：78 名 

(イ)施設･機材の運営･維持管理に係る経費：1,825 千 FJ$(約 118.1 百万円) 

(5)実施体制： 

・主管官庁：教育省 

・実施機関：USP 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1)サイト 

｢フ｣国 USP キャンパス内 

(2)概要 

USP の ICT センターの建設および関連する部門の機材の調達。 

(3)相手国負担事項 

既存施設の撤去、建設予定地の整地 

(4)概算事業費 

概算事業費 2,045.7 百万円（日本側無償資金協力 1,871.5 百万円､｢フ｣国側負担 174.2 百万円） 

(5)工期 

詳細設計は入札期間を含め 7.0 ヵ月、施工･調達期間は 18.0 ヵ月、合計 25.0 ヵ月 

(6)貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

メディアの分野において、人材開発、教育、環境保全、社会・文化の発展に資する ICT の可能性を開

発することが可能となる。 

5. 外部要因リスク 

・｢フ｣国及び太平洋島嶼国の経済状況および友好関係が悪化しない。 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

・特になし。 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1)プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 成果指標 2004 年現在 ICT センター開設後 

 ＩＣＴ関連カリキュラム数 49 コース/年間 88 コース/年間 

 社会人向け ICT 関連コー
ス開催可能時間数 

24 時間/週 48 時間/週 

(2)その他の成果指標 

特になし。 

(3) 評価のタイミング 

ICT センター開設後 
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9. 参考資料/入手資料リスト 

資料名 発行 備考 
Public Health (National Building Code) 
Regulations 2004 

Ministry of Health  

Fiji Brief  Ministry of Information, 
Communications and 
Media relations. 

 

20 Year Development plan (2001-2020) For the 
enhancement of participation of indigenous Fijians 
and Rotumans in the socio-economic development of 
Fiji. 

Ministry of Finance and 
National Planning 

 

Rebuilding confidence for stability and growth for a 
Peaceful, Prosperous Fiji 
Strategic development plan: 2003-2005 
November 2002 

Fiji Government  

Policy directions and strategies for the development 
and growth of information and communication 
technology. 

Fiji Government  

National ICT strategy plan 2003-2005 & 
E-government cornerstone Program 

Fiji Government  

The Fiji Government information technology policies 
and principals Version 2.00.00 

Fiji Government  

Health and safety at work(general workplace 
conditions) regulations 2002 

Ministry of Labor industry 
relations & Productivity 

 

An act to amend the health and safety at work act 
1996 

Ministry of Labor industry 
relations & Productivity 

 

Information and communication technologies for 
development in Pacific islands developing countries. 
6-9 December 2004  

USP Symposium summary  

Sub-regional symposium on ICTs for Development 
in Pacific islands developing countries. 
6-9 December 2004 

USP Symposium summary  

Pacific islands regional ICT consultation 
9-11 April 2003 

USP Symposium summary  

Pacific islands Information and Communication 
Technologies Policy and Strategic Plan. 
April 2002 

CROP ICT working group  

USP 2005 calendar  USP  
Building space audit. University of south pacific  USP  
USP Annual 2003 report USP  
USP Net 2000 USP  
USP strategic 2003 achievements USP  
Development 2004 @ USP USP  
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School of social economic development 
資料名 発行 備考 

Standards & Specification  USP  
A regional University of Excellence 
Weaving past and present for the future 
A vision to the year 2020 

USP  

USP financial 2003 statements USP  
SEED annual report 2003 USP  
Government strategic plan Data#3 Group  
ATH annual report 2004 ATH  
Statistical News 
Consumer price index December 2004 

Fiji islands Bureau of 
statistics 

 

   
気象データ Fiji Meteorological Services  
電話、上下水、電力供給図面 Public Works Department  
地震・津波データ Seismology section 

Ministry of Mineral 
resources  
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9-1 気象データ 

 
表－１ スバ市の気象データ 

（出典：Fiji Meteorological Service） 

 
 
 
1）サイクロンによる被害状況 
フィジーでは熱帯性サイクロンによりかなりの被害が数年毎に発生している。過去 10 年間に多大な被

害をおよぼしたサイクロンとしては以下のものが記録されている。 
 

- 1990 年 11 月 24 日- 30 日    Sina フィジー南部及び南西部に多大な被害発生 
- 1992 年 12 月 6 日- 13 日    Joni 南西部に被害。死者１名。 
- 1992 年 12 月 26 日- 1 月 5 日 Kina 北東部に被害。60 年ぶりの洪水。死者 23 名。 
- 1997 年 3 月 2 日- 12 日  Gavin 西部に被害。死者 9 名。ツバルも被害受ける。 
- 1997 年 5 月 3 日- 5 日  June 猛烈の雨による土砂崩れで死者 3 名。 
- 2000 年 1 月 5 日- 10 日  Iris 西部地域に強風。全土に豪雨。 
- 2000 年 1 月 20 日- 28 日  Jo 北部に強風及び洪水。 

 
 
2）地震及び津波による被害状況 
フィジー周辺は地震が頻発している地域でもある。過去 50 年間に発生した大きな地震の記録は以下の

とおりである。津波については 1953 年 3 月 8 日の地震の際にスバでは約５ｍの津波が襲い 3 名が死亡

している。 
     震源位置   マグニチュード 
 - 1950 年 4 月 28 日  177.80°/-18.90° M6.5  スバにて揺れあり。 
 - 1953 年 3 月 8 日  178.29°/-18.24° M6.6  過去最強。津波の被害あり。 
 - 1983 年 7 月 19 日  177.93°/-19.17° M5.1  12 段階震度の震度 4 の揺れ。 
 - 1998 年 2 月 11 日  177.79°/-19.25° M5.7  12 段階震度の震度 5 の揺れ。 
 - 2001 年 2 月 14 日  177.26°/-18.99° M5.3  12 段階震度の震度 5 の揺れ。 
 - 2001 年 2 月 14 日  177.65°/-19.23° M5.6  12 段階震度の震度 5 の揺れ。 
   (最近の体感地震) 

- 2005 年 1 月 26 日  178.37°/-18.01° M3.3  深さ 25km 
 

 

 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均

最高気温(℃) 31.4 31.6 31.7 30.5 28.9 27.9 27.5 27.2 27.4 28.6 30.0 31.1 29.5 

最低気温(℃) 24.3 24.2 24.6 23.8 22.5 21.9 21.3 21.0 21.6 22.3 23.2 24.3 22.9 

降雨量(mm) 433 179 238 278 241 205 156 137 205 225 245 288 2831 

相対湿度(％) 82.0 81.8 81.8 82.6 80.6 82.4 81.0 80.6 80.4 79.2 79.4 80.4 81.0 
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10. 学生アンケート結果 
 

コンピューターサイエンス学科を主とする学生を対象にコンピューターの使用頻度やコンピューターの保有状況を

知ることを目的に USP キャンパス内において質問票による記入式アンケートを行なった。 

集計結果から、対象の学生は平均で週 5.4 日、1 日に 3.6 時間、勉強やレポートのためにコンピューターを使って

いることがわかった。ほぼ全員の学生が大学の学生用コンピューターは不足していると感じ、過半数の学生は必要

な時にコンピューターを自由に使えないと感じていた。 

一方、調査した学生のほぼ半数が自分のコンピューターを持っており、同じくほぼ半数にあたる学生が自宅でもコ

ンピューターを使用した学習やレポート作成をしていることがわかった。 

大学の学生用 PC に関する自由記入では、PC の不足による混雑やシステムの不安定を訴える意見が多く、PC ラボ

の狭さの改善やエアコンの設置を求める意見もあった。 

 

実施日：2005 年 3 月 3 日木曜日 
場所：USP 数学コンピューターサイエンス学科校舎内 
 
対象：無作為に選んだ学生 20 名 
 
 

表 1 質問と回答の集計結果 

質問 集計 

学部・学科 数学コンピューターサイエンス学科：16 名

情報学科 2 名 

数学物理学科 2 名 

学年 1 年生：3 名 

2 年生：1 名 

3 年生：15 名 

性別 男性：8 名 

女性：12 名 

国籍 フィジー：19 名 

その他：  1 名（ソロモン諸島） 

一般事項 

年齢 平均 21 歳 

はい 20 名 
質問１ 

勉強やレポート作成のためにあなたは PC を使いますか？ 

いいえ 0 名 

質問２ １週間のうち何日くらい PC を使いますか？ 平均 5.4 日／週 

質問３ １日に何時間くらい PC を使いますか？ 平均 3.6 時間／日 

大学 20 名 

自宅 11 名 質問４ 

勉強やレポート作成のためにどこで PC を使いますか？ 

その他 3 名 

はい 7 名 
質問５ 

必要な時、あなたは PC を自由に使用することができます

か？ いいえ 13 名 

はい 9 名 
質問６ 

自分の PC は持っていますか？ 

いいえ 11 名 

はい １名 
質問７ 

大学で自由に使える PC は学生のニーズに対して充分だと思

いますか？ いいえ 19 名 

質問８ 
大学内の学生用 PC について最低限必要な仕様や環境につい

てあなたの考えを教えてください。 
自由記入 
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表 2 質問８の自由記入の回答 

・ 学生数が多く PC が不足している。USP は学生用のラボを充実させるべき。 

・ 学生用の PC は明らかに不足している。また USP のサーバーはよくダウンする。 

・ たくさんの学生に対して明らかに PC が足りない。 

・ 学生は PC を使うために長時間待たなくてはならない。システムが非常に遅く、ときどきサーバー

がダウンする。 

・ 毎年多くの学生が USP に入るため,全員に PC がゆきわたらない。多くの生徒が取る授業では

PC が少ない。 

・ 今年多くの学生が入学したが、施設は充分ではない。もっと多くの PC が必要。 

・ 待ちをなくすためもっと多くのラボが必要。 

・ SOTT、SSEP、SPAS ごとにラボをもつべき。 

・ 日中インターネット接続ができないので、とても便利とはいえない。 

・ ラボの学生数の１/3 程度の PC を備えるべき。 

・ PC のアクセスがとても遅い。 

・ ほとんどの学生が必要な時に PC を使えない。 

・ サーバーがダウンしているとアクセスが制限されることがときどきある。ときどき PC を使うことがと

ても難しいことがある。 

・ 全般にシステムは良いがハードウエアが正常に動かないことがある。 

・ 学生の必要に対して PC は不足していて、30 分ぐらい並んで待たなくてはならない。 

・ 情報科学学科は学生 10 人に 1 台の PC を持つべき。 

・ もっとコンピューターが必要。 

・ もっと適切なソフトウエアを PC に入れてほしい。 

・ エアコンのある部屋。 

・ システムがいつも混雑している。 

・ コンピュータラボではいつも授業をしているように思う。PC を使うのに 30 分くらい待たなくてはな

らない。アクセスはとても難しい。 

・ ときどきいくつかの PC は故障していて学生をがっかりさせる。 

・ 学生用のインターネットアクセス。 

・ 広い部屋。 

・ ネットワークプリンター。 

・ 近くてにあって接続の早いプリンター 

・ 混雑した場所ではなく広い部屋。 

・ 学生数の増加に見合った台数のあるラボをもっと用意すべき。" 
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11. 要請機材/計画機材 

コード番号 要請機材名 コード番号 計画機材名 優先度 
要請 

数量 

計画 

数量 
備考 

COM 1 ビデオプロジェクタ（大） COM 1 ビデオプロジェクタ（大） A 5 1   

COM 2 ビデオプロジェクタ（小） COM 2 ビデオプロジェクタ（小/スクリーン付き） A 7 2   

COM 3 プロジェクタ用スクリーン（大） COM 3 プロジェクタ用スクリーン（大） A 5 施設にて検討

COM 4 プロジェクタ用スクリーン（小） COM 4 プロジェクタ用スクリーン（小） A 7 COM-2に統合 

COM 5-1 パーソナルコンピュータ（卓上型） A 38 1   

COM 5-2 コンピュータ用机/椅子セット    1   COM 5 パーソナルコンピュータ（一般用） 

COM 5-3 パーソナルコンピュータ（ノート型）    3   

COM 6 
パーソナルコンピュータ（高機能

型） 
COM 6 パーソナルコンピュータ（高機能型） B 4   

COM 7 プリンター（インクジェット式） COM 7 プリンター（インクジェット式） A 11   

COM 8 プリンター（多機能型） COM 8 プリンター（多機能型） A 4   

COM 9 プリンター（レーザー式モノクロ） COM 9 プリンター（レーザー式モノクロ） A 2   

COM 10 プリンター（レーザー式カラー） COM 10 プリンター（レーザー式カラー） A 1   

COM 11 プレゼンター COM 11 プレゼンター A 12 3   

COM 12 演壇 COM 12 演壇 A 6 施設にて検討

COM 13 DVD プレーヤー COM 13 DVD プレーヤー A 5 1   

COM 14 VTR COM 14 VTR A 10 2   

COM 15 白板 COM 15 白板 A 16 3   

COM 16 TV COM 16 TV A 8 1   

COM 17 WEB カメラ＆マイクセット（小） COM 17 遠隔制御式テレビカメラ B 5   

COM 18 WEB カメラ＆マイクセット（大） COM 18 WEB カメラ＆マイクセット（大） B 5   

COM 19 テレビ会議用コーデック装置 COM 19 テレビ会議用コーデック装置 A 3   

COM 20 遠隔制御式テレビカメラ COM 20 遠隔制御式テレビカメラ A 6 1   

COM 21 無線式マイク COM 21 無線式マイク A 4 COM-102に統合

COM 22 マイクロフォン COM 22 マイクロフォン A 1 COM-100に統合

COM 23 オーディオミキサー COM 23 オーディオミキサー A 8   

COM 24 オーディオミキサー（プロ仕様） COM 24 オーディオミキサー（プロ仕様） A 2 COM-100に統合

COM 25 パワーアンプ COM 25 パワーアンプ A 16 COM-100に統合

COM 26 スピーカー COM 26 スピーカー A 16 2   

COM 27 ビデオモニター（9"） COM 27 ビデオモニター（9"） B 3 COM-102に統合

COM 28 ビデオモニター（14"） COM 28 ビデオモニター（14"） A 10 COM-101に統合

COM 29 ビデオミキサー COM 29 ビデオミキサー A 1   

COM 30 マイクミキサー COM 30 マイクミキサー A 1 COM-100に統合

COM 31 AV 信号分配装置 COM 31 AV 信号分配装置 A 7   

COM 32 スキャンコンバータ COM 32 スキャンコンバータ A 12   

COM 33 VGA 信号分配機 COM 33 VGA 信号分配機 A 12   

COM 34 ファイバー送受信機 COM 34 ファイバー送受信機 A 5   

COM 35 ファイバー信号変換器 COM 35 ファイバー信号変換器 A 10   

COM 36 マルチシステム変換器 COM 36 マルチシステム変換器 A 2   

COM 37 テレビ会議用モデュール装置 COM 37 テレビ会議用モデュール装置 B 12 COM-102に統合

COM 38 会議用拡声システム COM 38 会議用拡声システム A 2 COM-103に統合

COM 39 会議室用机 COM 39 会議室用机 A 1   

COM 40 会議室用机（グリーンルーム用） COM 40 会議室用机（グリーンルーム用） B 1   
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COM 41 リソースセンター用机 COM 41 リソースセンター用机 B 1   

COM 42 椅子 COM 42 椅子 B 190   

COM 43 操作卓 COM 43 操作卓 A 1   

COM 44 
照明装置用ポジショニング装置（頭

上用） 
COM 44 照明装置用ポジショニング装置（頭上用） A 1 施設にて検討

COM 45 
照明装置用ポジショニング装置（前

面用） 
COM 45 照明装置用ポジショニング装置（前面用） A 1 施設にて検討

COM 46 制御システム COM 46 制御システム A 1 施設にて検討

COM 47 電源回路ボックス COM 47 電源回路ボックス A 1 施設にて検討

COM 48 ポータブル式調光装置 COM 48 ポータブル式調光装置 A 1 施設にて検討

COM 49 音声接続用ボックス COM 49 音声接続用ボックス A 1 施設にて検討

COM 50 照明ボード COM 50 照明ボード A 1 施設にて検討

COM 51 ディジタル式調光装置 COM 51 ディジタル式調光装置 A 48 施設にて検討

COM 52 サイクロラマ COM 52 サイクロラマ A 1 施設にて検討

COM 53 背景幕 COM 53 背景幕 A 1 施設にて検討

COM 54 袖幕 COM 54 袖幕 A 3 施設にて検討

COM 55 一門字幕 COM 55 一門字幕 A 3 施設にて検討

COM 56 緞帳 COM 56 緞帳 A 1 施設にて検討

COM 57 舞台照明装置 COM 57 舞台照明装置 A 53 施設にて検討

COM 58 照明装置 COM 58 照明装置 A 24 施設にて検討

COM 59 多焦点照光機 COM 59 多焦点照光機 A 24 施設にて検討

COM 60 サイクロラマ用照明装置 COM 60 サイクロラマ用照明装置 A 5 施設にて検討

COM 61 前面映写用スクリーン COM 61 前面映写用スクリーン A 1 施設にて検討

COM 62 フィルム映写用スクリーン COM 62 フィルム映写用スクリーン A 1 施設にて検討

COM 63 無線式マイク COM 63 無線式マイク A 1 COM-100に統合

COM 64 会議用マイク COM 64 会議用マイク A 1 COM-100に統合

COM 65 スタジオ用ビデオカメラ COM 65 スタジオ用ビデオカメラ A 3   

COM 66 ビデオカメラ用三脚 COM 66 ビデオカメラ用三脚 A 3   

COM 67 壁固定式ビデオカメラ COM 67 壁固定式ビデオカメラ A 1   

COM 68 インターカム COM 68 インターカム A 1 施設にて検討

COM 69 タイムベースコレクタ装置 COM 69 タイムベースコレクタ装置 A 1   

COM 70 同期信号発生器 COM 70 同期信号発生器 A 1   

COM 71 ベクトルスコープ COM 71 ベクトルスコープ A 1   

COM 72 パッチパネル COM 72 パッチパネル A 1   

COM 73 ヘッドフォン COM 73 ヘッドフォン B 2   

COM 74 放送用マイク COM 74 放送用マイク A 2   

COM 75 デュアルカセットテープデッキ COM 75 デュアルカセットテープデッキ A 1   

COM 76 スタディオモニター COM 76 スタディオモニター A 2   

COM 77 レコードプレーヤー COM 77 レコードプレーヤー A 1   

COM 78 AM/FM 受信器 COM 78 AM/FM 受信器 A 1   

COM 79 CD/DVD デッキ COM 79 CD/DVD デッキ A 6   

COM 80 パーソナルコンピュータ（マッキントッシュ） COM 80 パーソナルコンピュータ（マッキントッシュ） A 2   

COM 81 オーディオミキサー用操作卓 COM 81 オーディオミキサー用操作卓 A 1   

COM 82 自動ラジオシステム用ソフトウェア COM 82 自動ラジオシステム用ソフトウェア B 1   

COM 83 遠隔教育放送機器 COM 83 遠隔教育放送機器 A 1   

COM 84 サーバー COM 84 サーバー A 1   

COM 85 FAX COM 85 FAX B 1   
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COM 86 電子レンジ COM 86 電子レンジ C 1   

COM 87 冷蔵庫 COM 87 冷蔵庫 C 1   

COM 88 湯沸かし器 COM 88 湯沸かし器 C 2   

COM 89 飲料水冷却器 COM 89 飲料水冷却器 C 1   

COM 90 マイクロフィルムリーダー/スキャナー ADD 1 マイクロフィルムリーダー/スキャナー A 4 1   

COM 91 スキャナー（フラットベッド式） ADD 2 スキャナー（フラットベッド式） A 3 1   

COM 92 スキャナー（本読み取り式） COM 92 スキャナー（本読み取り式） A 1   

COM 93 複写機 COM 93 複写機 A 2   

COM 94 製本器 COM 94 製本器 A 1   

COM 95 リング製本器 COM 95 リング製本器 A 1   

COM 96 棚 COM 96 棚 A 1   

COM 97 各種接続用ケーブル類 COM 97 各種接続用ケーブル類 A 1   

     COM 100 多目的講堂用音響システム    1   

     COM 101 多目的講堂用映像システム    1   

     COM 102 ビデオ会議室用視聴覚システム    1   

     COM 104 会議室用視聴覚システム    1   

CSC 1 ラックセット CSC 1 サーバー/ラックセット A 3 1   

CSC 2 ルーター CSC 2 ルーター B 10   

CSC 3 スィッチングハブ（48 ポート） CSC 3 スィッチングハブ（48 ポート） A 6   

CSC 4 スィッチングハブ（24 ポート） CSC 4 スィッチングハブ A 6 1   

CSC 5 パッチパネル（48 ポート） CSC 5 パッチパネル（48 ポート） A 6   

CSC 6 パッチパネル（24 ポート） CSC 6 パッチパネル A 6 1   

CSC 7 無線 LAN 用アクセスポイント CSC 7 無線 LAN 用アクセスポイント A 4   

CSC 8 無線 LAN カード CSC 8 無線 LAN カード B 20   

CSC 9 ブルートゥースカード CSC 9 ブルートゥースカード A 10   

CSC 10 イーサネットカード CSC 10 イーサネットカード A 40 40   

CSC 11 移動通信用携帯端末 CSC 11 移動通信用携帯端末 A 10   

CSC 12 移動通信用携帯型パソコン CSC 12 移動通信用携帯型パソコン A 6   

CSC 13 ケーブル等付属品 CSC 13 ケーブル等付属品 B 4   

CSC 14 サーバー CSC 14 サーバー C 2   

CSC 15-1 パーソナルコンピュータ（卓上型） A 40 150   
CSC 15 パーソナルコンピュータ（卓上型） 

CSC 15-2 コンピュータ用机/椅子セット    150   

CSC 16 組込型コンピュータ CSC 16 組込型コンピュータ A 40 4   

CSC 17 オシロスコープ CSC 17 オシロスコープ A 3 2   

CSC 18 
パーソナルコンピュータ（コンピュー

タ学科ラボ用） 
CSC 18

パーソナルコンピュータ（コンピュータ学科

ラボ用） 
A 200   

CSC 19 パーソナルコンピュータ（スタッフ用） CSC 19 パーソナルコンピュータ（スタッフ用） B 54   

CSC 20 パーソナルコンピュータ（研究用） CSC 20 パーソナルコンピュータ（研究用） A 50   

CSC 21 パーソナルコンピュータ（大学院生用） CSC 21 パーソナルコンピュータ（大学院生用） A 40   

CSC 22 サーバー（高機能型） CSC 22 サーバー（高機能型） B 3   

CSC 23 
プリンター（レーザー式 

/スタッフ用） 
CSC 23 プリンター（レーザー式/スタッフ用） B 7   

CSC 24 プリンター（レーザー式/学生用） CSC 24 プリンター A 5 2   

CSC 25 バックアップ装置 CSC 25 バックアップ装置 A 1   

CSC 26 机 CSC 26 机 B 104   

CSC 27 椅子 CSC 27 椅子 B 104   

CSC 28 ファイルキャビネット CSC 28 ファイルキャビネット B 27   
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CSC 29 白板 CSC 29 白板 B 1   

ITS 1 サーバー ITS 1 サーバー（高機能型） A 2 6   

ITS 2 WEB サーバー ITS 2 WEB サーバー A 4 ITS-1 に統合 

ITS 3 サーバー ITS 3 サーバー（一般機能型） A 24 14   

ITS 4 テープバックアップシステム ITS 4 テープバックアップシステム A 1 1   

ITS 5 サーバー（一般用） ITS 5 サーバー（一般用） A 4 ITS-3 に統合 

ITS 6 スィッチングハブ ITS 6 スィッチングハブ A 2 1   

ITS 7 無停電電源装置 ITS 7 無停電電源装置 A 30 1   

ITS 8 プロキシサーバー ITS 8 プロキシサーバー B 2   

ITS 9 ターミナルサーバー ITS 9 ターミナルサーバー C 2   

ITS 10 パーソナルコンピュータ ITS 10 パーソナルコンピュータ B 65   

ITS 12 ファイバー切り換え器 ITS 12 ファイバー切り換え器 C 1   

ITS 13 モデム ITS 13 モデム C 1   

ITS 14 モニタリングステーション ITS 14 モニタリングステーション C 6   

ITS 15-1 パーソナルコンピュータ（卓上型） A 52 120   
ITS 15 パーソナルコンピュータ（卓上型） 

ITS 15-2 コンピュータ用机/椅子セット    120   

ITS 16 パーソナルコンピュータ（開発訓練ラボ用） ITS 16 パーソナルコンピュータ（開発訓練ラボ用） A 52   

ITS 17 パーソナルコンピュータ（研究開発ラボ用） ITS 17 パーソナルコンピュータ（研究開発ラボ用） B 11   

ITS 18 パーソナルコンピュータ（一般学生ラボ用） ITS 18 パーソナルコンピュータ（一般学生ラボ用） A 400   

ITS 19 パーソナルコンピュータ（障害学生用） ITS 19 パーソナルコンピュータ（障害学生用） A 5   

ITS 20 プリンター ITS 20 プリンター A 14 2   

ITS 21 スィッチングハブ ITS 21 スィッチングハブ A 35   

ITS 22 データプロジェクタ ITS 22 液晶プロジェクタ（小）/スクリーンセット A 13 2   

ITS 23 監視用カメラ ITS 23 監視用カメラ C 30   

ITS 24 監視用カメラ管理システム ITS 24 監視用カメラ管理システム B 1   

ITS 25 サーバー ITS 25 サーバー A 5   

ITS 26 白板 ITS 26 白板 B 30   

ITS 27 光ファイバーケーブル ITS 27 光ファイバーケーブル A 1 ITS-60 に統合

ITS 28 テレビ会議用コーデック装置 ITS 28 テレビ会議用コーデック装置 A 7 ITS-60 に統合

ITS 29 テレビ会議用マルチプレクサ ITS 29 テレビ会議用マルチプレクサ A 7 ITS-60 に統合

ITS 30 機材ラック ITS 30 機材ラック A 3 1   

ITS 31 テレビ会議システム制御卓 ITS 31 テレビ会議システム制御卓 A 4 ITS-60 に統合

ITS 32-1
パーソナルコンピュータ（卓上型/スケジュ

ール管理用） 
A 1 1   

ITS 32 
パーソナルコンピュータ 

（卓上型/スケジュール管理用） 
ITS 32-2 コンピュータ用机/椅子セット    1   

ITS 33 作業台 ITS 33 作業台/椅子セット B 1 1   

ITS 34 ビデオモニター ITS 34 ビデオモニター A 24 ITS-60 に統合

ITS 35 VTR/CD･DVD レコーダ ITS 35 VTR/CD･DVD レコーダ A 6 2   

ITS 36 ビデオミキサー ITS 36 ビデオミキサー A 4 ITS-60 に統合

ITS 37 マイクミキサー ITS 37 マイクミキサー A 1 ITS-60 に統合

ITS 38 ファイバー信号変換器 ITS 38 ファイバー信号変換器 A 6 ITS-60 に統合

ITS 39 HDSL 信号終端装置 ITS 39 HDSL 信号終端装置 A 1 ITS-60 に統合

ITS 40 V.35 信号終端装置 ITS 40 V.35 信号終端装置 A 1 ITS-60 に統合

ITS 41 ビデオ信号分配装置 ITS 41 ビデオ信号分配装置 A 4 ITS-60 に統合

ITS 42 音声信号分配装置 ITS 42 音声信号分配装置 A 2 ITS-60 に統合

ITS 43 パーソナルコンピュータ（スタッフ用） ITS 43 パーソナルコンピュータ（スタッフ用） A 3 ITS-60 に統合
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ITS 44 プリンター（スタッフ用） ITS 44 プリンター（スタッフ用） A 2 ITS-60 に統合

ITS 45 ビデオ放送用設備 ITS 45 ビデオ放送用設備 A 3 ITS-60 に統合

ITS 46 パーソナルコンピュータ ITS 46 パーソナルコンピュータ A 4   

ITS 47 ビデオプレゼンター ITS 47 ビデオプレゼンター A 2   

ITS 48 ビデオプロジェクタ（スクリーン付き） ITS 48 ビデオプロジェクタ（スクリーン付き） A 4   

ITS 49 机 ITS 49 机 B 95   

ITS 50 椅子 ITS 50 椅子 B 95   

ITS 51 ファイルキャビネット ITS 51 ファイルキャビネット B 27   

ITS 52 白板 ITS 52 白板 B 1   

     ITS 60 USPNet 制御室用システム    1   

RDI 1 FAX RDI 1 FAX A 1   

RDI 2 パーソナルコンピュータ RDI 2 パーソナルコンピュータ A 9   

RDI 3 ネットワークアナライザ RDI 3 ネットワークアナライザ A 2   

RDI 4 スペクトルアナライザ RDI 4 スペクトルアナライザ A 1   

RDI 5 信号発生器 RDI 5 信号発生器 A 1   

RDI 6 送受信機 RDI 6 送受信機 A 1   

RDI 7 ディジタル CRO RDI 7 ディジタル CRO A 1   

RDI 8 ルーター RDI 8 ルーター A 2   

RDI 9 複写機 RDI 9 複写機 A 2   

RDI 10 PLC モデム RDI 10 PLC モデム A 1   

RDI 11 TPE 交換装置 RDI 11 TPE 交換装置 A 1   

RDI 12 CPE RDI 12 CPE A 1   

RDI 13 モデム RDI 13 モデム A 1   

RDI 14 無線式環視システム RDI 14 無線式環視システム A 1   

RDI 15 SCADA システム RDI 15 SCADA システム A 1   

RDI 16 ラジオ受信器 RDI 16 ラジオ受信器 A 1   

RDI 17 衛星受信器 RDI 17 衛星受信器 A 1   

RDI 18 衛星アンテナ RDI 18 衛星アンテナ A 1   

RDI 19 プリンター RDI 19 プリンター A 1   

RDI 20 プロッター RDI 20 プロッター A 1   

RDI 21 ディジタルカメラ RDI 21 ディジタルカメラ A 1   

RDI 22 ロボット装置 RDI 22 ロボット装置 B 1   

RDI 23 工業用ネットワークシステム RDI 23 工業用ネットワークシステム C 1   

RDI 24 サーボロボット RDI 24 サーボロボット C 1   

RDI 25 自動倉庫管理システム RDI 25 自動倉庫管理システム C 1   

RDI 26 CNC マシニングセンター RDI 26 CNC マシニングセンター C 1   

RDI 27 CNC 旋盤 RDI 27 CNC 旋盤 C 1   

RDI 28 マスターカム RDI 28 マスターカム C 1   

RDI 29 サーバー RDI 29 サーバー A 2   

RDI 30 三軸マグネットメータ RDI 30 三軸マグネットメータ C 1   

RDI 31 リオメータ RDI 31 リオメータ C 1   

RDI 32 机 RDI 32 机 B 6   

RDI 33 椅子 RDI 33 椅子 B 6   

RDI 34 ファイルキャビネット RDI 34 ファイルキャビネット B 6   

RDI 35 白板 RDI 35 白板 B 2   

ENG 1 オシロスコープ ENG 1 オシロスコープ A 8   
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ENG 2 スペクトラムアナライザ ENG 2 スペクトラムアナライザ A 1   

ENG 3 パワーセンサ ENG 3 パワーセンサ A 1   

ENG 4 ベクトル信号発生器 ENG 4 ベクトル信号発生器 A 1   

ENG 5 アナログ通信実験装置 ENG 5 アナログ通信実験装置 A 8 1   

ENG 6 アナログ通信実習システム ENG 6 アナログ通信実習システム A 8 1   

ENG 7 光ファイバー通信実験装置 ENG 7 光ファイバー通信実験装置 A 3 1   

ENG 8 アンテナ技術実習システム ENG 8 アンテナ技術実習システム A 3 1   

ENG 9 マイクロ波技術実習システム ENG 9 マイクロ波技術実習システム A 3 1   

ENG 10 レーダー技術実習システム ENG 10 レーダー技術実習システム A 3   

ENG 11 ディジタル通信実験装置 1 ENG 11 ディジタル通信実験装置 1 A 8 1   

ENG 12 ディジタル通信実験装置 2 ENG 12 ディジタル通信実験装置 2 A 8 1   

ENG 13 ディジタル通信実習システム ENG 13 ディジタル通信実習システム A 8 1   

ENG 14 光ファイバー/レーザー光源システム ENG 14 光ファイバー/レーザー光源システム A 3   

ENG 15 GPS 技術実習装置 ENG 15 GPS 技術実習装置 A 3   

ENG 16 エッチング装置 ENG 16 エッチング装置 A 2   

ENG 17 オシロスコープ ENG 17 オシロスコープ A 30 10   

ENG 18 定電圧電源装置 ENG 18 定電圧電源装置 A 30 10   

ENG 19 信号発生器 ENG 19 信号発生器 A 30 10   

ENG 20 マルチメータ ENG 20 マルチメータ A 30 10   

ENG 21 半田システム ENG 21 半田システム A 30 10   

ENG 22 工具セット ENG 22 工具セット B 30 10   

ENG 23 ディジタルスコープメータ ENG 23 ディジタルスコープメータ B 30   

ENG 24 電力工学実習装置 ENG 24 電力工学実習装置 A 1   

ENG 25 ディジタル信号処理実験キット ENG 25 ディジタル信号処理実験キット B 10   

ENG 26 風力発電装置 ENG 26 風力発電装置 A 1   

ENG 27 太陽発電パネル ENG 27 太陽発電パネル A 5   

ENG 28 インバータ ENG 28 インバータ A 5   

ENG 29 ブレッドボードセット ENG 29 ブレッドボードセット B 30 10   

ENG 30 PIC 制御実験キット ENG 30 PIC 制御実験キット A 30   

ENG 31 PLC 実験キット ENG 31 PLC 実験キット A 30   

ENG 32 巻線器 ENG 32 巻線器 B 5   

ENG 33-1 パーソナルコンピュータ（卓上型） A 60 15   
ENG 33 パーソナルコンピュータ 

ENG 33-2 コンピュータ用机/椅子セット    15   

ENG 34 サーバー/ワークステーション ENG 34 サーバー/ラックセット A 3 1   

ENG 35 バッテリーパック ENG 35 バッテリーパック B 5   

ENG 36 自動制御装置 ENG 36 自動制御装置 A 1   

ENG 37 CN 旋盤 ENG 37 CN 旋盤 A 2   

ENG 38 フライス盤 ENG 38 フライス盤 A 2   

ENG 39 ロボット（PS3） ENG 39 ロボット（PS3） A 2   

ENG 40 卓上ロボット ENG 40 卓上ロボット A 4   

ENG 41 汎用ロボット ENG 41 汎用ロボット A 4   

ENG 42 学習用ロボット ENG 42 学習用ロボット A 10   

ENG 43 ロボット開発ボード ENG 43 ロボット開発ボード A 4   

ENG 44 ロボット（Yamabico） ENG 44 ロボット（Yamabico） A 2   

ENG 45 実験台/椅子セット ENG 45 実験台/椅子セット B 30 10   

ENG 46 液晶プロジェクタ（小）/スクリーンセット ENG 46 液晶プロジェクタ（小）/スクリーンセット A 4 2   



 71

ENG 47 カウンター台 ENG 47 カウンター台 B 3   

ENG 48 机 ENG 48 机 B 1   

ENG 49 椅子 ENG 49 椅子 B 1   

ENG 50 ファイルキャビネット ENG 50 ファイルキャビネット B 1   

ENG 51 機材ラック ENG 51 機材ラック B 15   

GIS 1 机 GIS 1 机 A 11   

GIS 2 椅子（教師用） GIS 2 椅子（教師用） A 49   

GIS 3 椅子（学生用） GIS 3 椅子（学生用） A 30   

GIS 4 コンピュータ用机/椅子セット GIS 4 コンピュータ用机/椅子セット A 15   

GIS 5 本棚 GIS 5 本棚 A 5   

GIS 6 ファイリングキャビネット GIS 6 ファイリングキャビネット A 14   

GIS 7 マップテーブル GIS 7 マップテーブル A 1   

GIS 8 教室用机/椅子セット GIS 8 教室用机/椅子セット A 1   

GIS 9 
パーソナルコンピュータ（立体視用

ディスプレー付き） 
GIS 9

パーソナルコンピュータ（立体視用ディスプ

レー付き） 
A 26   

GIS 10 AV コンソール GIS 10 AV コンソール A 1   

GIS 11 ビデオプロジェクタ GIS 11 ビデオプロジェクタ A 2   

GIS 12 映写用スクリーン GIS 12 映写用スクリーン A 2   

GIS 13 白板（小） GIS 13 白板（小） A 45   

GIS 14 白板（大） GIS 14 白板（大） A 2   

GIS 15 ディジタイザタブレット GIS 15 ディジタイザタブレット A 46   

GIS 16 掲示板 GIS 16 掲示板 B 14   

GIS 17 長椅子 GIS 17 長椅子 B 4   

GIS 18 サーバー GIS 18 サーバー B 5   

GIS 19 ネットワークシステム GIS 19 ネットワークシステム A 2   

GIS 20 ワークステーション（ダブルスクリーン式） GIS 20 ワークステーション（ダブルスクリーン式） A 1   

GIS 21 ワークステーション（シングルスクリーン式） GIS 21 ワークステーション（シングルスクリーン式） A 25   

GIS 22 地図保管用キャビネット GIS 22 地図保管用キャビネット A 4   

GIS 23 写真保管用キャビネット GIS 23 写真保管用キャビネット A 4   

GIS 24 マップテーブル（透過式） GIS 24 マップテーブル（透過式） A 1   

GIS 25 機材棚 GIS 25 機材棚 A 2   

GIS 26 航空写真用ディジタルカメラ GIS 26 航空写真用ディジタルカメラ A 2   

GIS 27 携帯型分光計 GIS 27 携帯型分光計 A 2   

GIS 28 携帯用 GPS マッピングシステム GIS 28 携帯用 GPS マッピングシステム A 20   

GIS 29 ソナー装置 GIS 29 ソナー装置 B 1   

GIS 30 高精細スキャナー GIS 30 高精細スキャナー A 1   

GIS 31 プロッター（A0 用） GIS 31 プロッター（A0 用） B 1   

GIS 32 ラミネーター（A0 用） GIS 32 ラミネーター（A0 用） B 1   

GIS 33 プリンター（カラーレーザー式、A3） GIS 33 プリンター（カラーレーザー式、A3） B 1   

GIS 34 大型スキャナー（A0 用） GIS 34 大型スキャナー（A0 用） A 1   

GIS 35 トータルステーション GIS 35 トータルステーション A 8   

GIS 36 レベル GIS 36 レベル B 10   

GIS 37 携帯型 GPS 装置 GIS 37 携帯型 GPS 装置 C 1   
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